
エントランス ファミリー
クローゼット

洗面スペースダイニング
キッチン ホールリビング 主寝室 子供部屋子供部屋

リビング

エントランストイレ

脱衣所

風呂

ファミリー
クローゼット

洗面スペース

ダイニング
キッチン

ホール

主寝室

子供部屋

中庭

前庭 / カーポート

N

愛知県の郊外に建つ住宅。新築にあたり建主は、SNS や雑誌などか
ら集めた購入予定の家具・照明機器・多種多様な仕上げ、知り合い
の作家に描いてもらう絵画など、部屋を彩る様々なものたちのイ
メージを持っていた。それらひとつひとつの要望は建築の骨格を決
めるには断片的であったが、うまく混ぜ合わせる方法を考えながら
設計を始めた。
敷地は低層の住宅が立ち並ぶ閑静な住宅街。付近の交差点は道路が
直行しておらず、昔からの不整形な街区の形状が残るまちである。
計画敷地もその影響を受け平行四辺形の土地形状となっている。は
じめのうちは平行四辺形のボリュームを検討していたが、敷地とボ
リュームの関係とは別に、内部の切り分け方を考える必要があると
いうのを不自然に感じた。まちの成り立ちと家の成り立ちが連続し
ているようで連続していないように感じられたのである。そこでボ
リュームを複数に分け、それぞれのボリュームを敷地境界線に正対
させる事を考えた。ボリュームの数は要望を考慮して７つとし、ま
ちとの境界にむかって 7部屋を建てた。各部屋の梁を目の前の敷地
境界線をセットバックするようにして現し、敷地の中心付近にはま
ちから距離をとった余白としての中庭を設けた。街区の特徴から部
屋の集まりがつくられたコートハウスである。そして、部屋を超え
た多様な領域が生まれることを期待して、中庭に接する面は全てガ
ラスとし各部屋を様々な距離で繋げようとした。つまり部屋を部屋
にひらいていった。また、3種類の壁仕上げ（1. 柱現わし 2. 合板
OS 塗装 3. 合板 EP 塗装）を部屋単位での統一を避けながら用いる事
で、離れた部屋の壁同士の仕上げが結びつくようなあり方を考えた。
それらのことによって、自分の部屋と中庭をはさんだ向かいの部屋
を同じ領域と感じ、距離の遠い部屋を隣の部屋より近くに感じられ
るようになる。壁がたくさんある部屋の集まりであると同時に、様々
な距離を内包したワンルームとしても感じられる空間を目指した。
部屋を起点に、外に広がるまちの構造や歴史について考え、内に置
かれるであろう家具や小物について考えながら設計を行った。住宅
の設計としての与件を少し広い範囲で捉え、具体的につくりあげる
構造や仕上げがそれらと様々な階層で結びつく。この住宅は、まち
の風景と生活の交点としての部屋の集まりである。

①周辺の住宅は直交しない道路の成り立ちに
よって、まちまちな方向に建つ。②古い家は
塀や垣根を設けず、前面道路や家を分ける小
道に対してダイレクトに面して建つ。これら
のまちの構造を住宅の設計に組み込む事で、
まちの歴史や風景に接続する。そこで、ボ
リュームを部屋ごとに分けそれらが敷地境界
線に正対する建ち方とした。

建主は、家具・仕上げ・収納アイデア・
設備機器・窓周りのイメージといった、
多種多様なインテリアのイメージを
持っていた。全てを取り入れるのは現
実的ではなく、取捨選択するような方
法では将来的な生活に開いていない。
イメージをまとめあげるのではなく、
それらが響きあうような空間構成とし
て部屋を部屋にひらくことを考えた。

7 部屋のコートハウス
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周辺写真

雑誌の切り抜きや SNS など
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エントランス、洗面スペース、ファミリークローゼットを見る。家具＝物を集める場所を柱
現わしとする。

リビングから中庭を見る。廊下が無く部屋が数珠つなぎとなった構成。行き止まりの無いひとつながりの空間を回遊できる。全ての部屋が中庭に向かってサッシュで計画されており、各部
屋が中庭に拡張する。

ダイニングキッチンから中庭を見る。高さや向きが異なる 7つの部屋が中庭に寄り添う。各部屋のインテリアがその他の部屋に現われる。

南側鳥瞰。部屋が様々な方向を向いて町に建ち、ばらばらに建つ周辺の家々と連続する。

カーポートを前庭として利用できるよう計画。

南側立面。

主寝室から右手に洗面スペース、左手にリビングを見る。歩を進めると色々な場所が見え隠
れし、遠い場所と繋がったり近い場所が隠れたりする。。




